



































































































鋳 鍛 メ 熱 塗 板 プ 切 金 ブ 基 基 製 そ
ラ 板 合
型 ス 板 以チ 外 品
ツ 処 レ ツ の の
製 ク 組 部品 組成 組
造 造 キ 理 装 金 ス 削 作 形 立 立 立 他 計
681204717 57192147376135161 62112548131 2079







4人以下 5－g人 10～19人 20－29人30～49人50人以上




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































工程別 な もな 計、? い い
全　体 641 625 542 1，80835．534，630．0 100．0鋳　造 工2 27 21 6020．045．035．0 100，0鍛　造 3 5 5 1323．138．538，5 100．0メツキ 9 17 14 4022．542．535．0 100．0熱処理 5 3 5 1338．523．138．5 100．0塗　　装 11 24 14 4922．449．O28．6 100．0
板　金 68 55 47 17040．O32．427．6 100．0プレス 43 4ユ 48 13232．631，136．4 100．0切　削 134 107 90 33140．532．327．2 100．0
金型製作 50 37 30 11742．731．625．6 100，0
プラスチック成形 60 41 42 14342，028．729，4 100．0
基板組立 18 17 21 5632、工 30．437．5 100．0
基板以外の部品組立 35 38 23 9636．539．624．O 工00．O
製品組立 161 162 150 47334．034．231．7 100．0








































































価 納 口技術 回回 憲 企 製 特 そ 特期 質 殊 合格 の の精 な 画 品
■
な に
の 速 良度 生 設 開 製 の
安 さ正 さの 産 計 発 法 な工程別 ・確
???
品 技
さ 性 さ 目 力 力 術 他 い 計
全　　　　　体 6．524．930．019，54．7 4．9 5．7 0．8 3．0 100，0
鋳　　　　　造 4．825．827．427．4．8 ■ 8．1 1．6 一 100，0
鍛　　　　　造 一 20．O13．333．36．7 ■ 13．3’ 13，3100．0
メ　　　ツ　　キ 4．540．927．311，4’ ’ 11．42．3 2．3 100．0
熱　　処　　理 18．843．818．86．3 ■ 6．3 6．3 ’ 一 100．0
塗　　　　　装 u．326．434．09．4 7．5 1．9 9，4 ’ 一 100．0
板　　　　　金 7．231．727，520．42．4 2，4 5．4 ■ 3．0 100．0
プ　　レ　　ス 5．227．633．621．61，5 2，2 5．2 ■ 3．0 ユ00．0
切　　　　　削 4．424．0製．926．41．2 0．9 5．6 一 2．6 100．0
金　型　製　作 8．418．552．98．4 2．5 ■ 4．2 O．8 4．2 100．O
プラスチック成形 9．926．330．317．82．0 0．7 6．6 2．0 4．6 1OO．O
基　板　組　立 1．735．031，721．73．3 3．3 ’ ■ 3．3 100．O
基板以外の部品組立 7，725．O25．025．02．9 4．8 3．8 1．9 3．8 100．O
製　晶　組　立 7，321．023．917．010．412．94．2 1．3 1．9 100．O














項目 最 機 機 取 優 従 そ 特新 械 械 引導 秀従 業
??
設機 設 設 先・ な業 員 に
備械 備 備 の共 員 の教 の
・の の の 技同 の 育 な
購 闘 改 術研 採
??
工程別 入 発 良 指究 用 練 他 い 計
全　　体 25，33．5 11．12．214．519．23．9 10，3100，0鋳　　造 21．01．6 14．511，316．121．03．2 11，3100．0鍛　　造 13．3’ 13．36．7 6．7 20．O6．7 33，3100．0メ　ツ　キ ユ8．6 4．7 20．9一 25．614．O9，3 7．0 100．0熱　処　理 26．76，7 20．06．7 20．06．7 ’ 13．3100．0塗　　装 24．06，O 10．010．016．032．0一 2．0 100．0板　　金 33．33．7 13，06．2 14．219．83．7 6．2 100．0ブ　レ　ス 29．35．3 18．810．57．5 11．32．3 15．0100．0切　　削 43．93．0 12．26．9 8．4 14．04．2 7，5 100．0金型製作 53．01．7 3．4 8．5 11．12．O1．7 8．5 100．0プラスチック成形 32．44，1 10．1 2．86．8 20．92．O 10．8100．0
基板組立 16．9■ 10．28．5 16．940．71，7 5，1 100．0基板以外の部品組立 12．63．9 14，622．38．7 26．23．9 7．8 1OO．0









































































































































































業歴 1 6 11 21 31
??
三 三 王 王 年
工程別 5 10 20 30 以年 年 年 年 上 計
全　　体 5．2 10．1’25．5 28．530．6100．0鋳　　造 3．0 6．O 14．919．456．7100，0鍛　　造 ’ 一 15．035，050．0100，0メ　ツ　キ ■ 6．5 17．432．643．5100．0熱処理 ■ 5，9 17．617．658．8100．0塗　　装 1．8 14．32．125．026，8100．0板　　金 4．7 4．2 20．939．30．9100．0プ　レ　ス 工．4 7．5 20．532，238．4100．0切　　削 2．7 7．5 23，232．634．0100．0金型製作 3．0 ユ3．4 32．132．19．4100．0プラスチック成形 6．3 8．8 26．30，028．8工00．0
基板組立 13．14，847．519．74．9 100．O基板以外の部品組立 11．617．933．922．314．3工00．0

















































































自 自 自 自
項目 社 社 社 社と と と と
同 同 同 同 合
じ じ企 じ じ企
生 生業 生 生業
産企 産の 産企 産の
工業 工生 工業 工生
程の 程産 程の 程産
を生 を部 を生 を部
手産 手門 手産 手門
が部 が以 が部 が以
け門 け外 け門 け外
ての ての ての ての
い従 い従 い従 い従 計
工程別 る事 る事 な事 な事
者 者 い者 い者
全 体 51．219．3 7．6 21．9 100．0
鋳 造 69．411．1 2．8 16．7 100．0
鍛 造 66．7 一 ■ 33．3 100．O
メ ツ キ 53．617．9 3．6 25．0 100，O
熱 処 理 100．0 ’ 一 一 100．O
塗 装 55．627．8 2．8 13．9 100，0
板 金 57．316．1 8．1 18．5 100，0
プ レ ス 55．918，3 8，6 17．2 100．0
切 削 63．811．9 7．3 17．0 100．O
金 型　製 作 71．011．810，8 6．5 100，O
プラスチック成形 38．224，512．724，5 100．O
基　板　組　立 45．722．9 2，9 28．6 100．O
基板以外の部品組立 41．5 17．工 7．3 42．7 100．0
製　晶　組　立 41．526．1 7．1 25．3 100．O
そ の 他 43．922．0 7．3 26．8 100．O
部門以外の従事者」，すなわち全くの無経験者であったとする企業の割合（全
体で2ユ、9％）をみると，基板以外の部晶組立（42．7％）で極めて高い。
　上記の結果を先の熟練形成に必要な年数と対応させるとはっきりした傾向が
みられる。すなわち，熟練形成に必要な経験年数が高い加工機能ほど創業者が
同じ生産工程経験者である割合が高いのである。経験隼数が「10年以上必要で
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ある」とする企業の65．3％，「5－10年未満必要である」とする企業の59．0％が
経験者であるのに対し，「1－3年未満しか必要でない」とする企業では
40．2％，「1年未満」では36．0％が経験者であるに過ぎない。創業者が全くの無
経験者である割合はこれとは逆に，15．3％（経験年数10年以上必要），17．4％
（同5－10年未満），31．3％（同1～3年未満），34．9％（同1年未満）と必要
経験年数が少なくてすむ加工機能ほど大きい。
　したがって，鋳造，鍛造，熱処理，切削，金型などでは，町工場などで同じ
加工機能に関して10年あまりの歳月をかけて熟練を形成し，32－33歳で創業す
るというのが平均像といえる。問題は現在このような熟練形成を積み重ねてい
る30歳未滴の従業員がどれだけいるかであろう。わが国の中小工業が拡大し
いった時代においてはこのような創業予備軍が町工場に多数存在していたと思
われる。そのうちの何割かが実際に独立することによって工業集積の新陳代謝
と増殖が実現されてきたのである。
　これらの加工機能のうち鋳造，鍛造，熱処理における30歳未満の従業員構成
比は非常に低い。すなわち，30歳未満が一人もいない企業の割合は全体平均も
27．9％とかなり先行き不安を感じさせる数字ではあったが，鋳造は41．7％，鍛
造は36．8％，熱処理は33．3％と一層深刻である。これらの加工機能における創
業予備軍はかなり少ないと考えられ，5年後の創業動向が思いやられる。
6　生産システム空洞化の可能性
　わが国機械工業においては，生産工程を分断したかたちの分業構造をもつ生
産ピラミッドが形成され，この中で申小企業は特定の加工機能に特化していっ
た。このような生産システムはとりわけ経済全体が量産効果を追求する時代に
おいては，極めて効率的であった。しかし，特定の加工機能に特化したことに
より，中小企業の発展の道筋は，この生産システムの中に留まる限りにおいて
は，かなり制約されたものとなった。このためわが国経済の量的拡大のテンポ
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が弱まり，一方でME化を核とする生産技術革新が進む中で，各加工機能の特
性の違いが顕在化し，モノの生産に不可欠な加工機能全体の「一様な発展」が
難しくなってきたようだ。
　モノづくりを支える加工機能の中でも，鋳造，鍛造，メッキ，熱処理，塗装，
切削，金型，プラスチック成形などは加工機能を拡大していわゆる自社製晶開
発型企業に成長していく可能性は小さく，その多くは特化した加工機能を深化
させて企業のダイナミズムを維持するタイプと考えられる。逆に言えば，経営
活性化のための選択肢が限定されがちな加工機能である。
　そしてコア技術進化に不可欠の熟練形成には加工機能深化型の方が拡大型よ
りも全般的には時間がかかる。とりわけ鋳造，塗装，および金型は熟練形成に
時問のかかる加工機能とみることができる。
　また，鋳造，鍛造，メッキ，熱処理，塗装などにおいては熟練技術のME化
設備機械への代替が進展していない。周知のようにこれらにおける労働作業は
かなりの過酷さを伴う。しかも熟練形成に時問を要するものも多いので，他の
加工機能でME化が進んだ分，とりわけ人材の確保においてこれらは一層不利
となったようだ。人の技能に頼らなければならない加工機能で技能工の再生産
プロセスの瓦解が懸念されるのである。
　一方，ME化はME化された加工機能に対しても必ずしも有利とはいえない
影響も与えたようだ。とりわけ技術平準化により，収益性を上げることが容易
ではなくなった。また，ME化に対応した新たな熟練形成も必要となっている
のではないかと恩われる。
　また，近年その減少が懸念される創業の問題も加工機能別にみるとその構造
が明確になる。すなわち，「加工機能深化型である」，「熟練形成に時間を要す
る」，および「設備のME化による熟練代替が進展していない」，という条件を
少なくとも二つは満たしている加工機能で創業不足が深刻化している。すなわ
ち，鋳造，鍛造，メッキ，熱処理，および塗装である。
　322
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　これら加工機能の多くは，町工場などで同じ加工機能に関して10隼あまりの
歳月をかけて熟練を形成し，32～33歳で創業するというのが平均像である。町
工場にこのようなかたちの創業を志す若い創業予備軍が多数いて，そのうちの
何割かが実際に独立することによって工業集積の新陳代謝と増殖が可能となる。
今日これらの加工機能を営む町工場において若い労働者の構成比は極めて低く
なっており，今後の創業動向は一層悲観的なものとならざるを得ないだろう。
　高度成長が終わり調整期を経た今日，わが国機械工業の生産システムの中で，
とりわけ過酷な作業を伴いながら時問をかけて熟練を形成していくことが要求
される加工機能において，経営活性化，人材確保，創業などが困難になってい
ることは次のことを示唆する。
　まず第一に，経済全体の量的拡大テンポが急な問はそれぞれの加工機能の特
性の相違は潜在化していたが，拡大テンポが緩慢になるにつれてこの相違が顕
在化しつつあるということである。全ての加工機能が平均して一様に成長する
時代から，大きな偏差をもって成長する時代になったといえよう。
　第二に，生産工程を分断して分業化を進めてもなお新規創業にはかなり高額
の設備資金および高度技術を必要とするほどわが国の工業は高い水準に到達し
てしまったということである。しかもこれに経済成長の代償としての高地価が
加わる。
　そして第三に，このピラミッド型の生産システムから生み出される付加価値
の分配が，中小企業にとっては，必要な技術を習得・蓄積するためのコストに
比べてますます過少になっているということである。この生産システムを支え
てきた中小企業およびその労働者もそろそろ我慢の隈界に近づきつつあるよう
だ。機械工業基盤に不可欠の加工機能が徐々に脱落する「歯槽膿漏型の空洞
化」が懸念される。
（平成5年7月　脱稿）
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アンケート項目と単純集計結果
※アンケートの設間内容と各項目に対する単純集計である。＿％は選択肢形式の設問
　における各回答の構成比，［ニコは実数形式の設問の平均値を示す。アンケート対象
企業の属性は調査要領に記載したとおりであ私
問1　貴社の業歴（個人から法人へ組織を変更された方は個人で創業された時から），
　　あなた様（経営者の方）の年齢とあなた様は創業者から何代目（創業者の方は1代
　　目）であるかをご記入ください。
　　業歴囲年　　隼齢囲歳　　何代目□：o代目
問2　あなた様（経営者の方）は経営管理以外にどのような業務に携わっていますか。
　　該当するものの番号にすべて○をつけてください。
　　1．営業　75．4％　　2．製造　55．2％　　3．設計開発36．8％　　4．その他
　　10，6％
問3　従業員数（パートを含む）は何人ですか。創業当時，円高が進んだ昭和61年ごろ
　　と現在（昭和61年以降の創業の方は創業当時と現在のみ）のそれぞれについて人数
　　をご記入ください。
　　創業当時［＝匝コ人，昭和61年ごろ［ユ旺コ人　　現在［コ巫コ人
間4　現在の従業員（社長を除く）の平均年齢はどれくらいですか。次のうちから該当
　　する番号に1つだけ○をつけてください。
　　1．30歳未満　　　　　5．9％　　2．30歳以上40歳未満　37．O％
　　3．40歳以上50歳未満　47．5％　　4．50歳以上　　　　　9．6％
問5　現在の従業員の中で年齢が30歳未満の人と55歳以上の人の割合はどのくらいです
　　か目次のうちから該当する番号をご記入ください。
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30歳未満の従業員の割合
55歳以上の従業員の割合
問6　貴社綱土内で
　　手掛がけている
　　生産工程はどれ
　　ですか。次のう
　　ちから該当する
　　ものの番号にす
　　べて○をつけて
　　ください。
　一中小工業の溝造分析
　1　　　　　2　　　　　3
0％　　0％超　　10％超
　　　　10％以下　30％以下
27．9％　　　　18，3％　　　　31．8％
25．2％　　　　22I3％　　　　24．O％
1　2　3　迅
鋳鍛メ　熱
　　　ツ処
造造キ理
5
塗
装
6　　7
板　プ
　　レ
金　ス
8
切
削
　4　　　　　530％超　　50％超
50％以下
12．6％　　　　9．4％
13．3％　　　15．2％
91011ユ213金プ　基基　　製型婁ク板鑓品
製チ成組外組組
作　ツ形立の立立
133
14
そ
の
他
3．91．74．04，611，618，621，434，515，510．19，514，547，518．0
問7　そのうち売上
　　高の最も大きい
　　生産工程（メイ
　　ンの生産工程）
　　はどれですか。
　　一っだけお答え
　　ください。
問8　創業当時に手
　　掛がけていた生
　　産工程はどれで
　　すか。該当する
　　ものすべてに○
　　をつけてくださ
　　い。
3．31．02．30．82．7　9．3　7．1工8．16．5　7．8　3．0　5，426．46．3
3，92．13．33，07，813，715，928，510．57．4　7，010，533，417．0
問9　創業当時の生
　　産工程の中で売
　　上高の割合が最
　　も大きいもの3，51．22．40，92．89．18，119．26，66．83．35，320，811，0
　　（メインの生産　　　　　　　　　　一■　　　　　’■’　　工程）はどれで
　　すか。一つだけ
　　お答えください鉋
問10創業当時と比べてメインの生産工程が変化したのはなぜですか。次のうちから最
　　も近いものに一つだけ○をつけてください。（生産工程が変更した企業のみ）
　　L　受注先から要請があったから　19，3％
　　2．技術者を確保できたから　4．5％
　　3・機滅の技術が進歩して自社で手がけることができるようになったから　6，6％
325
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4．創業当時に手がけていた工程では成長が期待できなくなったから　44．5％
5．手がける生産工程をより高い技術水準に高めようと考えたから　17．9％
　6．その他7．1％
問11貴社を創業する直前のあなた様（経営者の方）の職業はどのようなものでしたか。
　　次のうちから該当するものにユつだけ○をつけてください。（経営者が創業者の企
　　業のみ）
　　1．貴社と同じ生産工程を手がけている企業の生産部門の従事者　51．3％
　　2．貴社と同じ生産工程を手がけている企業の生産部門以外の従事者　19．3％
　　3．貴社と同じ生産工程を手がけていない企業の生産部門の従事者　7．6％
　　4．貴社と同じ生産工程を手がけていない企業の生産部門以外の従事者　21．9％
問工2業務内容はどのようなものですか。創業当時と現在のそれぞれについて次のうち
　　から該当する番号をご記入ください。
　　　　　　　1　自社製品だけ　　2　自社製晶と下請生産　　3　下請生産だけ
　　創業当時　　　15．4％　　　　　　14．3％　　　　　　　　　70．3％
　　現在　12．9％　　30．3％　　　56．8％
〈問ユ3一問2ユは，創業が昭和60隼以葡の方のみお答えください。〉
問13最近の売上高，収益（経常利益）は，円高が進んだ昭和61年ごろに比べてはどう
　　ですか。次のうちから売上高，緩常利益それぞれに該当する番号をご記入ください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　売上高　経衛利益
1．50％以上増加した　　　　　31．1％　　13．9％
2．20％以上50％未漬増加した　26．9％　　18．6％
3．1O％以上20％未満増加した　15．9％　　18，6％
4．10％未満増加した　　　　　7．2％　　18．3％
5、増加してない，減少した　　18．9％　　30，5％
1昭籍睾畿鑑窒綴籍基）〕
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間14貴社の受注単価は昭和61年ごろと比べていかがですか。次のうちから該当する番
　　号を1つだけOをつけてください。
　　1．かなり増加した（10％以上）　22．0％　　2．やや増加した　36．2％
　　3．変わらない　　　　　　　　22．0％　　4、やや減少した　9．6％
　　5．かなり減少した（10％以上）　10．3％
問15従業員の給与水準は同じ規模の同業者に比べていかがですか。次のうちから該当
する番号に工つだけ○をつけてください。
1．かなり高い　　7．4％　　2．やや高い
3．ほとんど同じ　41．3％　　4．やや安い
5．かなり安い　　1．1％
42．4％
7．8％
問16貴社の事業を誰かに継がせたいとお考えですか。
　　1。後継者が決まっている　44，3％　　2．継がせたいが後継者がいない
　　3．継がせたくない　　　　5．8％　　4Iまだ考えていない
16．5％
33．5％
問17今後の事業方針は次のうちどれですか。最も近いものに1つだけ○をつけてくだ
　　さい。
　　1、積極的に事業規模の拡大を図る　37．8％
　　2．現在の事業規模を艦持する　57．6％
　　3．事業規模を縮少する　2．2％
　　4．廃業または製造業以外の業種に転業する　1．3％
　　5．その他1，1％
間18昭和61年以降，設備投資（投資額が100万円以上のもの）を行いましたか。
　　1．行った　88．9％　　2．行っていない　11．1％
〈問19一間21は，問18で「1．行った」と答えた方のみお答えください。〉
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問19昭和61年以降の設備投資額は合計してどのくらいですか。次のうちから1つだけ
　　○をつけてください。
　　L　500万円未満　u．6％
　　2，500万円以上1，000万円未満　11．9％
　　3．1，000万円以上3，000万円未満　25．O％
　　4．3，000万円以上5，OOO万円未満　15．7％
　　5．5，000万円以上1億円未満16．9％
　　6，　ユ億円以上18．8％
問20昭和61年以降行った設備投資の内容はどのようなものですか。次のうち該当する
　　ものすべてに○をつけてください。
　　I．工場の増・改築　　　　　37．7％　　2．工場の新設　　　　　　　25，5％
　　3．製造・組立ラインの改善　17．7％　　4．加工機械の購入　　　　75．7％
　　5．C　AD，C　AMの導入　　14．3％　　6．産業用ロボットの導入　　1壬．8％
　　7．その他　　　　　　　　4．4％
問21設備投資を行った最大の目的はどのようなものですか。1つだけ○をつけてくだ
　　さい。
　　L　生産能力の拡大　　　46．5％　　2．生産コストの低滅（合理化）　13．9％
　　3．生産技術の高度化　　20．3％　　4．労働力不足への対応　　　　　11．o％
　　5、新製品開発への取組　6，5％　　6．その他　　　　　　　　　　　ユ．8％
u　貴社の技術的な特徴についてお伺いします。
問22生産工程における加工の技術水準はどの程度ですか。1つだけOをつけてくださ
　　い。
　　1，他社にはできない　　　　9．5％　　2．同業他社より高い　　　　47．8％
　　3．同業他社と同程度　　　　40．5％　　4．同業他社に劣る　　　　　2．2％
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問23貴社の生産工程の中で最も難しい工程を担当できるようになるに何隼くらいの経
　　験が必要ですか。
　　1．　1隼未満　　　　　　6．5％　　2．　1年以上3年未満　　23．9％
　　3．　3年以上5年未満　　34，O％　　4．　5年以上10年未満　　27，1％
　　5，10年以上　　　　　　8．5％
問24問23で答えていただいた最も難しい工程について技術の継承はうまくいっている
とお考えですか。
1．　うまくいっている　　44．9％
3．　どちらともいえない　38．6％
2、 うまくいっていない　16．4％
問25　同業他社に比べて貴社の一番の特色はどのようなことですか。次のうちから該当
　　する番号に工つだけ○をつけてください。
1．価格（料金）の安さ　　　6．5％　　2．納期の速さ，正確性
3．品質の良さ，精度の高さ　29，9％　　4．多様な生産品目
5、企画，設計力　　　　　　4．7％　　6．製品開発力
7、特殊な製法技術　　　　　5，6％　　8．その他
9．特にない　　　　　　　3．o％
25．0％
19．4％
5．0％
0．8％
問26問25で答えていただいた特色はどのような技術向上の取り組みから実現したとお
　　考えですか。次のうちから最も影響が大きかったものに1つだけ○をつけてくださ
　　い。
　　1、最新設備・機械の購入　　25，3％　　2．機械設備の開発　　　3．5％
　　3、機械設備の改良　　　　11．2％
　　4．取引先（親企業）の技術指導・共同研究　12．1％
　　5、優秀な従業員の採用　　　14．5％　　6．従業員の教育訓練　　19．2％
　　7．その他　　　　　　　　3．8％　8．特にない　　　　　10．3％
問27高度な性能を持つ設備機繊が次々と登場しています。機械の高憧能は貴社にとっ
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　てどのように影響しているとお考えですか。次の設問について該当するものに○を
　つけてください。
（1〕
（2〕
（3〕
（4〕
15〕
1
3
1
3
た
1．
3．
1．
3．
1．
3．
熟練を要した技術が機械に置き換えられた
　そう恩う　　　　　46，4％　　2．そう恩わない　　　　25．6％
　どちらともいえない　28．O％
同業他社と技術力の差がなくなった
　そう恩う　　　　　35．5％　　2．そう恩わない　　　34．5％
　どちらともいえない　30．O％
これまで自社に発注してきた取引先が設備機械を導入して内製できるようになっ
　そう恩う　　　　　23．2％　　2．そう思わない　　　53，4％
　どちらともいえない　23．4％
設備投資を積極的に行わないと取引先カ・ら受注を確保できなくなった
　そう思う　　　　　38．8％　　2．そう思わない　　　40，6％
　どちらともいえない　20．6％
機械を工夫して使う余地が小さくなった
　そう思う　　　　　27，9％　　2．そう思わない　　　44．2％
　どちらともいえない　27．8％
問28貴社では従業員の技術習得に対してどのようなことを行っていますか。次のうち
　　該当するものすべてにOをつけてください。
　　1．社内で教育の時間を設けている　19．0％
　　2．社外の研修や勉強会に参加させている　27．2％
　　3．技能検定などの資格を取得するように勧めている　14．3％
　　4、一定の技術に逢した従業員には技術手当てを支給している　24．4％
　　5．仕事を通して教えている　79，O％
　　6．その他O．5％
　　7．特に行っていない7．2％
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問29昭和60年以降で貴社に勤めた後，独立して開業した従業員がいますか。
　　1．　いる　　18．9％　　2．　いない　　81．1％
　く問30は，問29で「1．いる」と答えた方のみお答えください。〉
問30貴社では独立した従業員に対してどのような支援しましたか。次のうち該当する
　　ものすべてに○をつけてください。
　　1．工場や機械設備を貸与した　16．6％　　2．取引先を紹介した　　24．9％
　　3．仕事を出すようにした　　53．0％　　4．資金を援助した　　　7．7％
　　5．機械設備を譲渡した　　　　18．9％　　6．その他　　　　　　　3．2％
　　7．特にない　　　　　　　24．9％
皿　貴社の生産拠点と取引先についてお伺いします。
問31貴社の工場数は次のうちどれですか。該当する番号に1つだけOをつけてくださ
　　いo
　　1．　1工場　75，O％　　2．　2工場　　　19．5％　　3．　3工場　3．8％
　　4．　4工場　0．7％　　5．　5工場以上　1，0％
問32貴社の主力工場は次のうちどこですか。該当する都道府県の番号をユつだけご記
　　入ください。
　　　　　　　岩宮秋山福茨栃群埼千東神新そ遣　　　　　　　手城田形島城木馬玉葉京禿潟顧
　　　　　　　県県県県県県県県県県都県県の
間32の回答　2．53．30．23．g4，55．85．75，124．0L532．42．36．52，3
問34の回答　　3，43．2－2．92，26，13．64・422．30，740．03．46．6L2
闘36の回答　　1．52，90．12．43．45．44，24．116．02，442．26－14．54．8
　　く問33一問41は，創業が昭和60年以前の方のみお答えください。〉
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問33主力工場の所在地は昭和61年当時と比べてどうですか。
　　1、変わった　　24．1％　　2．変わらない　75．9％
　〈問34・間35は，間33で「1．変わった」と答えた方のみお答えください。〉
問34昭和61年当時の主力工場はどこでしたか。該当する都道府県の番号に1つだけ○
　　をつけてください。
問35主カエ場の所在地が変わったのはなぜですか。最も近いものに1つだけ○をつけ
　　てください。
　　1．取引先が移転した　2．4％
　　2．公害問題などにより操業環境が悪化した　10，8％
　　3．前の工場が老朽化した，手狭になった　28．9％
　　4、地代家賃が上昇した　5．8％
　　5．現在の工場所在地が従業員を確保しやすかった　6．3％
　　6．生産能力を増強するため　30，3％
　　7．新規の事業に取り組むため　9．7％
　　8．その他　5，8％
問36取引額が一番多い受注先（メインの受注先）の所在地はどちらですか。該当する
　　都道府県の番号に1つだけ○をつけてください。
間37受注先数は次のうちどれですか百該当する番号に1つだけ○をつけてください。
　　1．ユ社　　　5．6％　2，2－5社30，7％　3，6－10社21．5％
　　4，11－20社　15．3％　　5，21－50社　工6．3％　　6．51社以上　10，7％
問38受注先壷は昭和61年頃と比べていかがですか。
　　1．増加した　51．5％　　2．変わらない　38．0％　　3．滅少した　10．5％
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問39　メインの受注先が貴社の売上高に占める割合は何％くらいですか。
　　1．30％未満　　　　　32．1％　　2．30％以上50％未満　29．5％
　　3．50％以上80％未満　24．7％　　4，80％以上　　　　　13．8％
問40問39で答えていただいた割合は昭和61年ごろと比べていかがですか。
　　1．増加した　33．0％　　2、変わらない　42．7％　　3．減少した　24，3％
問41受注単価の決定においてメインの受注先との関係は最近どうですか。
　　1．自社の要求が聞いてもらいやすくなった　18，9％
　　2．以前と変わらない　　　　　　　　　　　54．1％
　　3．自社の要求が聞いてもらいにくくなった　27．0％
問42外注先は何社程度利用していますか。
　　1、利用していない　　　　10．9％　　2．　1－3社利用している　37．1％
　　3．　4～9社利用している　33，4％　　4．10－19社利用している　10．7％
　　5，20社以上利用している　7，8％
　く問喜3一間46は外注先を利用している方のみお答えください。）
問43外注先の数は昭和61年ごろと比べてどうですか。
　　工．増加した　39．0％　　2、変わらない　47．5％　　3．減少した　13．5％
問44現在外注しているものを自社で内製することを考えていますか。
　　1．考えている　　　　30．5％　　2．考えていない　　61．4％
　　3．　わからない　　　　　8．ユ％
問45外注先の技術力に満足していますか。
　　1．満足している　　　　36，4％　　2．満足していない　30．2％
　　3．　どちらともいえない　33．4％
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　　1．
　　2，
　　3．
　　4．
問47
1．
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外注先の所在地は主力工場の所在地からみてどうですか。
　同一都道府県のみ　　　　　　　　　　　51．O％
　同一都道府県が多いが他の都道府県もある　38．7％
　同一都道府県より他の都道府県が多い　　　7．5％
　他の都道府県のみ　　　　　　　　　　　2．7％
受注先や外注先の地域が広がっているといわれています。貴社ではどうですか。
　広がっている　　46．4％　　2、広がっていない　46．6％
　わからない　　　　7．6％
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